


　「ヒアリングフレイル」とは、聴覚機能の低下によるコミュニケーションの問題やQOL
低下などを含み、身体の衰え（フレイル）の一つです。
　聴覚機能の低下が認知症診断結果の過小評価に繋がる可能性などをわかりやすく
伝えるために、2018年に東京大学名誉教授／一般社団法人高齢者社会共創センター 
センター長である秋山弘子先生の協力の元、聴脳科学総合研究所 中石所長により示
された新しい概念です。
※記載の所属・役職等は当時のものです。 
※フレイルとは虚弱を意味する英語「fraility」からできた言葉です。 その中で「ヒアリングフレイル」は耳の比較的軽
微な機能低下の段階から国民への意識啓発を高めるために作られた概念です。（「フレール」と表記される場合も御
座いますが、慣例的用いられる「フレイル」の表記とさせていただいております）

中石 真一路

NPO法人 日本ユニバーサル・サウンドデザイン協会
理事長
聴脳科学総合研究所 所長
国際医療福祉大学大学院 大学院生
医療福祉学研究科 保健医療学専攻 修士課程

「ヒアリングフレイル」提唱者
ヒアリングフレイルサポーター 認定講師

1973年東京都生まれ、熊本県育ち。熊本YMCA専門学校建
築科卒業。
建築施工管理に従事し、その後東京デジタルハリウッドに入
学。QRコードのチケットレス機能のビジネスモデル特許出願
や、携帯電話にQRコードリーダーを入れるなどプランナーと
しての実績をもつ。前職のEMIミュージック・ジャパンにて約
3年に亘る研究の末、世界初となる耳につけない対話支援シ
ステム「comuoon（コミューン）」を発明。これまで不可能と
言われてきた「スピーカーシステムによる聴覚障害者の情報
アクセシビリティ」という新しい分野を確立する。2012年4月
にユニバーサル・サウンドデザイン株式会社を設立、聴脳科
学総合研究所所長として高精細音響が人体に与える影響や、
聴覚リハビリテーションに関する研究を行っている。

●周囲とのコミュニケーションがうまくいかない

●家族との会話に参加しなくなった

●部屋に引き籠ることが多くなった

●大好きだったテレビを見なくなった

●難聴か？ 認知機能の低下なのか？ 判断に悩む

こんな症状があったら、 かも・・・

ご存知ですか？
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